
イチゴの苗を自前でつくることは、生育の均一化が図れ、

定植スケジュールが管理しやすくなるなど、様々なメリット

があります。イチゴ育苗プラント「ガイアナーサリー」は、

育苗に必要なハウスと設備がフルセットになっているの

で、最適な栽培システムを一括導入することができます。

ガイアナーサリー システム概要

※イラストは間口7.2mハウスの
　イメージです。

苗に
最適化された
環境構築

設備が
最初から
セットに

株数を決めて
計画的に
栽培できる

イチゴ育苗プラントの導入メリット

ガイアナーサリー
本格的なイチゴ育苗環境をセットで導入。

イチゴ育苗プラント

通路循環扇

遮光カーテン

雨センサー

温度センサー
夏場の育苗では
ハウス内が30℃を
超える日がほぼ毎日
のため、遮光します。

埋設配管
立ち上がりまでの配管を
地中に埋めているため、
作業の邪魔にならず
効率よく作業ができます。

点滴チューブ

ウルトラエースK

・プランター（親株）用点滴チューブ10cmピッチ
・育苗トレイ用点滴チューブ7ｃｍピッチ
株元への灌水となるため頭上灌水などと
比べて病気の発生が少なくなります。

外張りフィルム

遮光率
約50～55％（ ）

ロールエースA
自動巻上げによって
側窓を開閉します。
温度と天候によって
制御可能です。

急な降雨を感知し、
制御盤に伝えます。

防虫ネット
害虫の侵入を
抑制します。

育苗ベンチ
作業をしやすいように
地面から約100cｍの
高さに設計。

作業をしやすいように
ベンチ間を約100cｍ
の幅に設計。

高温多湿になりがち
なハウス内の空気を
循環。ハウス内環境を
均一に保ちます。

ハウス内の
温度情報を収集し、
制御盤に伝えます。

ナシジフィルムの採用で夏場の強い光線をハウス内で
適度に散乱光に変えます。

施肥・灌水の時間ならびに流量を作物の生育ステージに
合わせて設定し、自動灌水します。

作業スペース
育苗培土の膨潤、育苗トレイへの
充填など準備作業や資材の一時置
き場スペースを広く取っています。

20m

5.4m（7.2m）

Kユニット
フィルター・流量計・液肥
混入器・電磁弁・減圧弁
を組み込んだ一体
型のユニット。



230601

TEL 0120-631315
FAX 0120-731319

受付時間

※ファクスは
　24時間受付けております。
土日祝祭日は休業とさせていただきます。

午前9：00～午後5：00

ハウス型式
ハウス本体
出入口
被覆材
防虫ネット
遮光カーテン
換気装置及び
制御盤
循環扇
栽培器材
ベンチ架台
ベンチ構造
給液制御盤
液肥ユニット
点滴チューブ

培地
2次側電灯分電盤

UKハウス 間口5.4m（7.2m）×奥行20m 
Φ31.8×1.6タフ 
2か所　両引 
POフィルム0.15　ナシジ 
赤　1mm目合い　開口部に設置 
遮光率50～55％　白 
側面換気　ロールエースーA 
ロールエースーA制御盤（温度及び雨天制御） 
ドライファンはやてプラス
プランター、育苗専用トレイ（24穴/枚） 
幅1,170mm（パイプ芯）　高さ約900mm 
Φ25.4、Φ22.2の農ビ管による架台 
ウルトラエースK（+増設盤） 
無電力定比例液肥混入器　2液 
親株用0.1ｍピッチ×1本/列　 
苗用0.07ｍピッチ×6本/列 
育苗用 ヤシガラ培地
漏電ブレーカー、個別ブレーカー
100V用コンセントブレーカー×2個
24hタイマー×2個

〈ガイアナーサリー基本仕様〉

約3,500株

約7,000株

約14,000株

約21,000株

間口5.4m×奥行20m 単棟

間口5.4m×奥行20m 2棟

間口5.4m×奥行20m 4棟

間口7.2m×奥行20m 4棟

500㎡

1,000㎡

2,000㎡

3,000㎡

※本圃の栽培株数に対応する標準的な育苗プラント4種類をラインナップ
※栽培面積1,000㎡に対してイチゴ7,000株を想定しています。
※その他の株数に対応する育苗プラントについてはお問合せ下さい。 ※仕様は予告なく変更する可能性があります。

※ガイアナーサリーには下記内容は含まれていません。
　①造成工事・整地工事  ②一次側水道・電気工事  ③外溝工事

〈ガイアナーサリー ラインナップ〉

〈ガイアナーサリーに含まれているもの〉

親苗
※一部取り扱えない
　品種もあります。

イチゴ
育苗専用培地

施工費一式
※二次側電気・
　水道工事含む

ハウス設備
＋

育苗栽培
システム一式

イチゴ育苗プラント

ガイアナーサリーのハウスと設備で栽培スケジュールをしっかり管理！

親株準備／
休眠 休眠打破 親株定植 ランナー

　出し
ランナー
受け

切り離し

12～2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月中旬
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定植 収穫

イチゴ苗本数 育苗ハウス仕様本圃ハウス面積

育苗ハウス（ガイアナーサリー） 本圃ハウス
9～10月 11～6月

イチゴ栽培は、苗七分作。収量・品質ともに満足のいく大苗を確保するためにも、苗は自分で育てることをおすすめします。
ガイアナーサリーでしっかり苗を育て、安心して本圃栽培を始めましょう。

光を十分に取り込むことがで
きる明るいハウスや、便利な
栽培装置など、本圃設備も渡
辺パイプにお任せください！

自動巻上げ装置
ロールエースA

循環扇

はやてプラス
自動灌水ユニット

ウルトラエースK
＋ K-ユニット

施肥灌水の最適化空気の循環ハウス内温度の調整


